
　
「
台
湾
は
中
国
の
一
部
で
は

な
い
」
…
。
中
華
民
国
台
湾
の

建
国
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
で
、
台

湾
関
係
者
か
ら
ミ
サ
イ
ル
発
射

な
ど
圧
力
を
高
め
る
中
国
に
対

す
る
反
発
の
声
が
相
次
い
だ
。

　

建
国
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
は
十

月
六
日
、
大
阪
市
内
の
ウ
ェ
ス

テ
ィ
ン
ホ
テ
ル
大
阪
で
開
か
れ

た
。
台
湾
の
大
阪
領
事
館
に
相

当
す
る
台
北
駐
大
阪
経
済
文
化

弁
事
処
主
催
。
国
会
議
員
や
地

方
議
員
、
日
台
の
交
流
関
係
者

ら
が
出
席
し
た
。

　

日
本
や
台
湾
で
は
現
在
、
中

国
脅
威
論
が
強
ま
っ
て
い
る
。

一
例
が
ミ
サ
イ
ル
発
射
。
昨
年

八
月
に
複
数
の
弾
道
ミ
サ
イ
ル

が
発
射
さ
れ
た
が
、
五
発
が
日

本
の
Ｅ
Ｅ
Ｚ
（
排
他
的
経
済
水

域
）
に
着
岸
し
て
い
る
。

　

防
衛
省
の
資
料
で
は
、
航
空

自
衛
隊
戦
闘
機
の
緊
急
発
進

は
、
昨
年
四
月
か
ら
今
年
三
月

ま
で
に
七
七
八
回
あ
っ
た
が
、

そ
の
う
ち
五
七
五
回
が
中
国
機

へ
の
対
応
な
ど
中
国
の
行
動
に

原
因
が
あ
っ
た
と
い
う
。

　

東
京
電
力
の
原
発
処
理
水
放

出
に
対
す
る
日
本
産
水
産
物
の

禁
輸
措
置
な
ど
も
中
国
へ

の
反
発
を
エ
ス
カ
レ
ー
ト

さ
せ
て
い
る
。
建
国
記
念

パ
ー
テ
ィ
ー
で
も
痛
烈
な

中
国
批
判
が
飛
び
出
し
た
。

　
「
台
湾
の
李
登
輝
元
総
裁

は
『
台
日
運
命
共
同
体
』、

安
倍
元
首
相
は
『
台
湾
有

事
は
日
本
の
有
事
』
と
い

う
言
葉
を
残
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
Ｇ
７
会
議
で
台
湾
海

峡
の
平
和
と
安
定
の
重
要

性
が
再
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

民
主
主
義
の
台
湾
、
中

華
民
国
台
湾
は
、
二
千
三

百
国
民
の
台
湾
の
も
の
で

あ
り
、
決
し
て
共
産
主
義

の
中
華
人
民
共
和
国
の
一

部
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」（
台

北
駐
大
阪
経
済
文
化
弁
事

処
の
洪
英
傑
処
長
）。

　

中
国
の
脅
威
に
共
通
認

識
を
持
つ
日
本
と
台
湾
だ

が
、
二
国
間
関
係
で
は
、

コ
ロ
ナ
禍
で
の
ワ
ク
チ
ン

の
相
互
支
援
な
ど
、
助
け

合
い
の
精
神
で
価
値
観
を

共
有
す
る
パ
ー
ト
ナ
ー
と

し
て
の
絆
を
深
め
て
い

る
。

　

洪
処
長
に
よ
る
と
、
日

台
間
の
友
好
都
市
提
携
は

百
六
十
五
件
。
今
年
一
月

か
ら
八
月
ま
で
の
間
、
日

本
を
訪
問
し
た
台
湾
観
光

客
は
三
百
二
十
六
万
人
、

台
湾
を
訪
問
し
た
日
本
人

観
光
客
は
四
十
九
万
人
。

　
「
日
本
と
台
湾
は
自
由

と
民
主
主
義
、
人
権
と
法

の
支
配
と
い
う
価
値
観
を

共
有
し
て
い
ま
す
。
仕
事
だ
け

で
な
く
、
家
族
旅
行
で
も
、
世

界
一
親
日
の
台
湾
に
何
度

で
も
お
越
し
下
さ
い
」（
洪

英
傑
処
長
）。

　

建
国
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー

に
は
、
松
川
る
い
参
院
議

員
や
和
歌
山
の
林
ゆ
み
衆

院
議
員
、
大
阪
維
新
の
会

の
女
性
市
議
グ
ル
ー
プ
な

ど
も
出
席
。
日
台
の
交
流

活
動
に
つ
い
て
意
見
交
換

し
て
い
た
。

　

地
域
間
交
流
が
進
む
日

本
と
台
湾
。
地
方
自
治
体

間
で
は
台
湾
か
ら
の
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
客
の
誘
致
合
戦

が
盛
ん
だ
が
、
鍵
を
握
る

の
が
日
台
の
地
方
都
市
間

を
結
ぶ
チ
ャ
ー
タ
ー
便
な

ど
航
空
便
の
就
航
だ
。

　

徳
島
県
も
十
一
月
か
ら

台
湾
の
航
空
会
社
ス
タ
ー

ラ
ッ
ク
ス
が
チ
ャ
ー
タ
ー

便
を
十
三
往
復
就
航
さ
せ

る
。
三
月
と
四
月
に
就
航

さ
せ
た
チ
ャ
ー
タ
ー
便
が

搭
乗
率
八
十
八
％
と
好
調

だ
っ
た
た
め
だ
。

　

ス
タ
ー
ラ
ッ
ク
ス
は
平
成
三

十
年
に
設
立
さ
れ
た
新
興
の
航

空
会
社
。
日
本
の
地
方
都
市
と

の
航
路
開
拓
を
目
指
し
て
い

る
。
建
国
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
に

も
担
当
者
が
出
席
。
人
脈
づ
く

り
を
行
な
っ
て
い
た
。

　
「
十
一
月
か
ら
徳
島
と
桃
園

空
港
間
に
チ
ャ
ー
タ
ー
便
を
飛

ば
し
ま
す
。
徳
島
の
み
な
さ
ん
、

ど
ん
ど
ん
活
用
し
て
く
だ
さ

い
」。
同
航
空
日
本
支
社
関
空

空
港
支
店
の
劉
恩
聲
支
店
長
か

ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
だ
。

老
朽
化
し
た
漁
協
の
荷

捌
き
所
を
更
新

　

荷
捌
き
所
は
、
陸
揚
げ
し

た
水
産
物
を
分
別
し
た
り
、

保
管
す
る
施
設
。
古
く
な
っ

た
施
設
を
新
し
く
す
る

老
朽
化
対
策
と
し
て
、

鮮
度
や
衛
生
管
理
を
徹

底
し
た
高
度
衛
生
管
理

型
の
荷
捌
き
所
を
新
築

す
る
。

　

事
業
で
は
椿
泊
漁
協

の
荷
捌
き
所
の
他
、
県

が
管
理
す
る
岸
壁
や
堤

防
、
道
路
を
整
備
す
る
。

総
事
業
費
は
約
四
十
億

円
。
そ
の
う
ち
荷
捌
き

所
の
新
築
に
は
約
三
十

億
円
が
投
入
さ
れ
る
予

定
だ
。

　

水
産
基
盤
整
備
事
業

と
い
う
水
産
庁
の
補
助

事
業
を
使
う
。
約
四
十

億
円
の
財
源
は
国
が
約
二
十

億
円
、
県
が
約
十
五
億
円
、

阿
南
市
と
椿
泊
漁
協
が
約
五

億
円
だ
。
令
和
四
年
度
か
ら

の
五
年
間
事
業
だ
。

「
民
間
施
設
を
な
ぜ
公
共

事
業
で
整
備
す
る
の
か
」、

噴
出
す
る
疑
問

　

水
産
庁
の
補
助
事
業
を
使

う
椿
泊
漁
協
の
荷
捌
き
所
新

築
事
業
。
最
大
の
疑
問
が
な

ぜ
県
が
公
共
事
業
で
行
う

の
か
。
漁
協
は
漁
業
関
係

者
で
構
成
さ
れ
る
民
間
団

体
。
公
共
事
業
で
の
施
設

整
備
は
理
不
尽
だ
。

　

老
朽
化
し
た
荷
捌
き
所

の
高
度
衛
生
管
理
型
荷
捌

き
所
へ
の
更
新
の
動
き
は

全
国
の
漁
協
で
起
こ
っ
て

い
る
。
事
業
ス
キ
ー
ム
の

大
半
は
、
漁
協
が
事
業
主

体
で
国
や
県
、
市
町
村
の

補
助
金
を
使
う
。

　

例
え
ば
千
葉
の
銚
子
市

漁
協
。
平
成
二
十
六
年
度

に
高
度
衛
生
管
理
型
荷
捌

き
施
設
を
新
築
し
た
。
事

業
主
体
は
漁
協
。
総
事
業

費
約
二
十
三
億
円
の
う

ち
、
漁
協
が
約
三
億
円
を
負

担
。
残
り
は
国
等
の
補
助
金

だ
。取

っ
て
付
け
た
「
公

益
性
」、「
得
す
る
の
は

椿
泊
だ
け
」、
反
発
す

る
漁
業
関
係
者

　

全
国
で
も
レ
ア
ケ
ー
ス
の

公
共
事
業
に
よ
る
漁
協
の
荷

捌
き
所
新
築
事
業
。
事
業
計

画
を
策
定
す
る
の
は
県
生
産

基
盤
課
、
入
札
担
当
は
県
営

繕
課
。
漁
協
が
や
る
べ
き
仕

事
に
県
職
員
が
駆
り
出
さ
れ

て
い
る
。

　

県
当
局
は
公
共
事
業
で
行

う
大
義
名
分
と
し
て
、
椿
泊

漁
港
の
産
地
市
場
化
や
流
通

拠
点
化
な
ど
の
「
公
益

性
」
を
訴
え
る
が
、
漁

業
関
係
者
か
ら
は
「
得

を
す
る
の
は
椿
泊
漁
協

だ
け
だ
」
と
の
指
摘
も
。

　
「
陸
揚
げ
し
た
魚
を

椿
泊
に
集
め
て
セ
リ
を

す
る
と
い
う
が
、
あ
ん

な
陸
の
孤
島
に
な
ん
で

持
っ
て
い
く
の
か
。
徳

島
市
の
中
央
卸
売
市
場

に
持
っ
て
行
っ
た
方
が

早
い
」（
阿
南
市
内
の
漁

協
関
係
者
）。

　

荷
捌
き
所
整
備
の
公

益
性
を
強
調
す
る
た
め

に
、
産
地
市
場
化
や
流

通
拠
点
化
を
強
調
す
る

県
当
局
だ
が
、
漁
業
関
係
者

か
ら
は
言
葉
だ
け
が
踊
る

「
絵
に
描
い
た
餅
」
を
懸
念

す
る
声
が
上
が
っ
て
い
る
。

水
揚
げ
日
本
一
の
銚

子
市
漁
協
の
荷
捌
き

所
よ
り
高
額

　

約
三
十
億
円
と
い
う
新
築

事
業
費
も
過
大
だ
。
県
生
産

基
盤
課
に
よ
る
と
、
施
設
規

模
は
平
屋
建
て
で
延
べ
床
面

積
は
約
三
千
㎡
。
他
県
漁
協

の
荷
捌
き
施
設
の
事
業
費
と

比
較
す
る
と
、
過
大
さ
が
一

目
瞭
然
だ
。

　

例
え
ば
千
葉
県
館
山

漁
協
。
施
設
規
模
は
Ｒ

Ｃ
造
二
階
建
て
で
、
延

床
面
積
は
約
千
六
百
㎡
。

延
床
面
積
は
椿
泊
漁
協

の
半
分
だ
が
、
事
業
費
は

約
五
億
五
千
万
円
と
椿

泊
の
約
五
分
の
一
だ
。

　

千
葉
の
銚
子
市
漁
協

と
比
べ
て
も
過
大
感
が

あ
る
。
二
階
建
て
で
、
延

床
面
積
は
椿
泊
漁
協
の

約
二
・
五
倍
の
七
、
三
六

六
㎡
だ
が
、
事
業
費
は
椿

泊
漁
協
よ
り
約
七
億
円

も
安
い
約
二
十
三
億
円

だ
。

　

銚
子
市
漁
協
は
イ
ワ
シ
や

サ
バ
の
水
揚
げ
で
知
ら
れ
、

令
和
四
年
度
の
総
水
揚
げ
量

は
約
二
十
三
万
六
千
㌧
。
十

二
年
連
続
で
日
本
一
の
漁
獲

高
を
誇
る
。
年
間
売
上
げ
も

二
二
三
億
三
千
万
円
だ
。

　

椿
泊
漁
協
の
令
和
四
年
度

の
水
揚
量
は
約
九
二
四
㌧
で

銚
子
市
漁
協
の
二
百
五
十
分

の
一
、
水
揚
高
は
約
九
億
円

で
銚
子
市
漁
協
の
二
十
五
分

の
一
。
漁
協
の
ス
ケ
ー
ル
は

銚
子
市
漁
協
の
足
元
に
も
及

ば
な
い
。

　

日
本
一
の
水
揚
げ
量
を
誇

る
銚
子
市
漁
協
よ
り
約
七
億

円
も
高
い
公
金
を
投
入
し

て
、
荷
捌
き
所
を
新
築
す
る

椿
泊
漁
協
。
三
十
億
円
は
高

す
ぎ
る
。
水
揚
高
に
応
じ
た

適
正
規
模
の
施
設
を
整
備
す

べ
き
だ
。

無
駄
な
公
共
事
業
の

典
型
、
漁
協
の
施
設
は

漁
協
が
整
備
す
べ
し

　

椿
泊
漁
協
の
荷
捌
き
所

新
築
計
画
は
、（
一
財
）
漁

港
漁
場
漁
村
総
合
研
究
所

が
策
定
し
た
。
県
生
産
基

盤
課
が
基
本
構
想
（
七
百

万
円
）
と
基
本
設
計
（
千

二
百
万
円
）
を
同
研
究
所

に
随
契
で
委
託
し
た
。

　

施
設
は
事
務
所
と
荷
捌
き

所
、
取
水
ポ
ン
プ
室
、
庇
の

四
エ
リ
ア
で
、
床
面
積
は
二
、

九
三
三
㎡
。
施
設
規
模
の
根

拠
は
平
成
三
十
年
度
の
水
揚

量
（
一
、
六
七
三
㌧
）
と
水

揚
金
額
（
一
四
三
億
円
）
だ
。

　

県
営
繕
課
が
橘
建
築
事
務

所
に
千
九
百
万
円
で
委
託
し

た
実
施
設
計
は
九
月
末
に
完

成
。
営
繕
課
は
今
年
度
中
に

施
工
業
者
を
決
め
る
入
札
を

行
う
予
定
で
、
現
在
設
計
図

面
に
従
い
積
算
作
業
を
進
め

て
い
る
。

　

県
生
産
基
盤
課
は
約

三
十
億
円
と
い
う
事
業

予
算
見
積
り
の
根
拠
を

「
先
進
事
例
を
参
考
に

し
た
」と
説
明
す
る
が
、

先
進
事
例
と
の
比
較
か

ら
は
事
業
規
模
の
過
大

さ
が
浮
か
び
上
が
っ
て

い
る
。

　

年
間
約
千
㌧
の
水
揚

げ
量
が
あ
る
椿
泊
漁
協

で
進
む
約
三
十
億
円
の

荷
捌
き
所
新
築
事
業
。

県
営
繕
課
が
も
し
予
算

通
り
約
三
十
億
円
規
模

の
積
算
結
果
を
出
し
た

な
ら
、
無
駄
な
公
共
事

業
の
典
型
事
例
だ
。　

　

約
三
十
億
円
と
い
う

過
大
な
事
業
費
を
想
定

す
る
椿
泊
漁
協
の
荷
捌

き
所
新
築
事
業
。
県
が

肩
代
わ
り
す
る
公
共
事

業
で
は
な
く
、
漁
協
が

事
業
主
体
に
な
り
、
分

相
応
の
施
設
を
整
備
す

べ
き
だ
。

浮
上
し
た
県
係
長
の
藍

染
イ
ベ
ン
ト
の
私
物
化
疑
惑

　

藍
染
イ
ベ
ン
ト
の
私
物
化

疑
惑
が
浮
上
し
た
の
は
、
県

ス
マ
ー
ト
林
業
課
の
美
馬
係

長
。
平
成
二
十
九
年
四
月
か

ら
今
年
五
月
ま
で
観
光
政
策

課
に
所
属
。
藍
染
の
振
興
や

Ｐ
Ｒ
業
務
を
担
当
し
て
い

た
。

　

美
馬
係
長
は
藍
染
振

興
の
推
進
組
織
を
作
る

た
め
に
業
界
関
係
者
に

働
き
掛
け
、（
一
社
）
藍

産
業
振
興
協
会
と
い
う

業
界
団
体
を
設
立
。
藍

製
品
の
共
同
生
産
や
共

同
販
売
等
藍
産
業
の
発

展
を
目
指
し
た
。

　

協
会
と
美
馬
係
長
は

当
初
は
良
好
関
係
だ
っ

た
。
だ
が
次
第
に
美
馬

係
長
が
協
会
を
私
物
化

し
始
め
た
。
協
会
と
の

架
空
契
約
書
を
作
成
。

県
か
ら
出
金
し
た
公
金

を
協
会
に
プ
ー
ル
。
恣

意
的
に
使
い
出
し
た
。

　

美
馬
係
長
の
協
会
や

藍
染
イ
ベ
ン
ト
私
物
化

を
疑
問
視
し
た
協
会
関
係
者

が
令
和
二
年
十
月
七
日
、
県

監
察
局
に
公
益
通
報
。
美
馬

係
長
の
藍
染
イ
ベ
ン
ト
の
私

物
化
疑
惑
が
表
面
化
し
た
。

問
題
に
し
た
の
は
地
方

公
務
員
法
違
反
だ
け
、
大

甘
だ
っ
た
監
察
局
の
対
応

　

公
益
通
報
を
受
け
た
監

察
局
の
対
応
は
甘
か
っ
た
。

調
査
に
約
三
年
を
費
や
し

た
が
、
結
論
は
地
方
公
務

員
法
違
反
だ
け
を
問
題
視

し
た
。
地
方
公
務
員
と
し

て
の
信
用
を
失
墜
し
た
と

い
う
こ
と
だ
け
だ
っ
た
。

　

美
馬
係
長
の
イ
ベ
ン
ト

私
物
化
疑
惑
で
は
三
つ
の

法
令
違
反
が
指
摘
で
き

る
。
①
刑
法
違
反
（
虚

偽
公
文
書
の
作
成
）
②

地
方
自
治
法
違
反
（
公

文
書
の
な
い
業
務
発
注
）

③
地
方
公
務
員
法
違
反

（
信
用
失
墜
）。

　

監
察
局
か
ら
報
告
受

け
た
人
事
課
は
懲
戒
処

分
の
中
で
最
も
軽
い
戒

告
処
分
に
し
た
。
後
藤

田
県
政
に
な
っ
て
「
処

分
が
軽
い
」
と
の
指
摘

が
上
が
り
、
県
は
美
馬

係
長
を
刑
法
違
反
の
疑

い
で
刑
事
告
発
し
た
。

　

地
方
公
務
員
法
違
反

で
懲
戒
処
分
に
し
た
職

員
を
刑
法
違
反
の
疑
い

で
刑
事
告
発
し
た
県
当

局
。
ド
タ
バ
タ
騒
動
を

招
い
た
最
大
の
原
因
は
、

公
益
通
報
を
受
け
調
査
を

行
っ
た
監
察
局
の
大
甘
対

応
だ
っ
た
。

美
馬
係
長
と
料
亭
で

密
談
、
背
後
に
見
え
隠

れ
し
た
飯
泉
前
知
事

　

美
馬
係
長
の
藍
染
イ
ベ
ン

ト
の
私
物
化
疑
惑
へ
の
対
応

が
大
甘
だ
っ
た
監
察
局
。
理

由
は
複
数
あ
る
。
第
一
点
は

飯
泉
前
知
事
の
存
在
だ
。
美

馬
係
長
は
前
知
事
側
近
の

「
君
側
の
奸
」
だ
っ
た
。

　

美
馬
係
長
は
藍
染
担
当
の

前
は
記
念
オ
ケ
担
当
だ
っ

た
。
記
念
オ
ケ
で
は
飯
泉
前

知
事
が
お
気
に
入
り
の
川
岸

社
長
に
演
奏
会
を
仕
切
ら
せ

た
。
川
岸
社
長
の
脱
税
事
件

で
記
念
オ
ケ
の
私
物
化
疑
惑

が
炎
上
し
た
。

　

飯
泉
前
知
事
は
記
念
オ
ケ

で
文
化
振
興
財
団
と
モ
ウ
ブ

を
ト
ン
ネ
ル
に
使
い
、
公
金

を
還
流
さ
せ
、
コ
ン
サ
ル
や

孫
請
け
業
者
と
し
て
参
入
し

た
川
岸
社
長
に
七
年
間
で
約

八
億
円
の
売
上
げ
を
も
た
ら

せ
て
い
た
。

　

美
馬
係
長
は
飯
泉
前
知
事

の
公
金
還
流
の
実
働
部
隊

だ
っ
た
。
文
化
振
興
財
団
に

派
遣
さ
れ
、
川
岸
社
長
の
秘

書
役
を
担
い
、
水
増
し
請
求

書
の
作
成
な
ど
川
岸
社
長
に

様
々
な
利
益
供
与
を
行
っ

た
。

　

藍
染
イ
ベ
ン
ト
で
も
、
飯

泉
前
知
事
と
美
馬
係
長
、
藍

産
業
振
興
協
会
関
係
者
が
平

成
三
十
年
九
月
九
日
に
徳
島

市
内
の
料
亭
で
打
ち
合
わ
せ

す
る
な
ど
、
飯
泉
前
知
事
の

関
与
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

調
査
に
約
三
年
を
費
や

し
、
地
方
公
務
員
法
違
反

と
い
う
軽
微
な
法
令
違
反
し

か
問
わ
な
か
っ
た
監
察
局
。

美
馬
係
長
の
背
後
に
県
政

ト
ッ
プ
だ
っ
た
飯
泉
前
知
事

の
影
を
感
じ
取
っ
て
い
た
の

で
は
な
い
か
。

県
か
ら
報
酬
も
ら
う

「
顧
問
弁
護
士
」
が
県

職
員
を
チ
ェ
ッ
ク

　

第
二
点
が
公
益
通
報
に
対

応
し
た
外
部
相
談
員
の
問
題

だ
。
田
中
浩
三
弁
護
士
が
通

報
を
受
け
、
調
査
を
担
当
し

た
が
、
田
中
弁
護
士
は
県
が

訴
え
ら
れ
た
別
の
裁
判
で
美

馬
係
長
を
擁
護
す
る
立
場
に

あ
っ
た
。

　

裁
判
は
複
数
例
あ
る
が
，

一
例
が
三
原
板
野
町
議
が
県

を
訴
え
た
行
政
訴
訟
。
県
の

政
策
参
与
だ
っ
た
川
岸

社
長
の
未
払
い
報
酬
を
、

記
念
オ
ケ
の
経
費
に
潜

り
込
ま
せ
、
モ
ウ
ブ
に

支
払
わ
せ
た
問
題
だ
。

　

川
岸
社
長
が
モ
ウ
ブ

に
提
出
し
た
見
積
書
や

請
求
書
の
作
成
者
と
し

て
名
前
が
上
が
る
の
が

美
馬
係
長
。
田
中
弁
護

士
は
県
側
の
代
理
人
と

し
て
、
美
馬
係
長
の
行

為
を
「
お
か
し
く
な
い
」

と
主
張
す
る
立
場
だ
。

　

監
察
局
の
外
部
相
談

員
と
し
て
公
益
通
報
さ

れ
た
美
馬
係
長
を
調
査

し
、
県
代
理
人
と
し
て

不
法
行
為
が
指
摘
さ
れ

た
美
馬
係
長
を
擁
護
す

る
田
中
弁
護
士
。
は
た

し
て
厳
正
な
監
察
機
能
が
発

揮
で
き
た
の
か
。

懸
念
さ
れ
る
監
察
の

「
茶
番
劇
」

　

公
益
通
報
に
対
応
す
る

監
察
局
の
外
部
相
談
員
は

現
在
、
田
中
浩
三
弁
護
士

と
森
晋
介
弁
護
士
の
二
人
。

田
中
弁
護
士
は
平
成
二
十

年
十
二
月
か
ら
、
森
弁
護

士
は
平
成
二
十
九
年
十
月

か
ら
就
任
し
て
い
る
。

　

外
部
相
談
員
の
報
酬
は

月
三
万
四
、
一
〇
〇
円
。

監
察
局
の
ト
ッ
プ
で
あ
る

統
括
監
は
島
田
清
弁
護
士
。

監
察
局
が
発
足
し
た
平
成

二
十
年
か
ら
現
職
だ
。
週

一
日
勤
務
で
月
額
報
酬
は

二
十
七
万
五
千
円
だ
。

　

監
察
局
か
ら
仕
事
を
受

け
、
公
益
通
報
さ
れ
た
職

員
の
不
法
行
為
を
チ
ェ
ッ

ク
す
る
田
中
、
森
両
弁
護

士
だ
が
、
県
職
員
か
ら
業

務
上
の
相
談
を
受
け
る
法

律
相
談
の
仕
事
も
県
か
ら

受
け
て
い
る
。

　

法
律
相
談
は
月
二
回

で
、
固
定
報
酬
は
月
額

七
万
七
千
円
。
相
談
一

件
に
つ
き
一
万
六
千
五

百
円
だ
。
田
中
弁
護
士

は
平
成
二
十
四
年
度
か

ら
、
森
弁
護
士
は
平
成

二
十
九
年
度
か
ら
仕
事

を
受
け
て
い
る
。

　

県
か
ら
報
酬
を
も
ら

う
「
顧
問
弁
護
士
」
が
、

公
益
通
報
を
担
当
し
県

職
員
の
不
法
行
為
を
調

査
し
て
い
る
監
察
局
。

職
員
に
対
す
る
監
察
が

大
甘
で
生
ぬ
る
い
「
茶

番
劇
」
に
な
る
の
も
当

然
だ
。

表
面
化
し
た
「
雇

わ
れ
監
察
」
の
弊
害

　

島
田
弁
護
士
が
約
十
五

年
間
統
括
監
を
務
め
て
い

る
監
察
局
。
公
益
通
報
者

の
保
護
は
公
益
通
報
や
監

察
制
度
の
根
幹
と
な
る
一

丁
目
一
番
地
だ
が
、
そ
の

大
前
提
が
疑
問
視
さ
れ
た

事
例
も
あ
る
。

一
例
が
公
益
通
報
し
た

女
性
職
員
に
対
す
る
報
復

人
事
。
大
阪
事
務
所
の
女

性
職
員
が
、
男
性
職
員
に

よ
る
共
有
サ
ー
バ
ー
へ
の

猥
褻
画
像
保
存
問
題
や
物

産
協
会
職
員
の
勤
務
態
度

の
問
題
点
を
通
報
し
た
。

　

男
性
職
員
は
処
分
さ
れ

た
が
、
物
産
協
会
職
員
は

大
阪
事
務
所
が
決
め
た
交

代
案
が
飯
泉
前
知
事
の
命

令
で
一
日
に
し
て
撤
回
さ

れ
た
。
物
産
協
会
職
員
は

飯
泉
前
知
事
の
母
親
と
懇

意
だ
っ
た
。

　

公
益
通
報
し
た
女
性
職

員
は
同
期
と
比
べ
昇
任
が

遅
れ
た
。
不
服
を
抱
い
た

女
性
職
員
が
「
昇
任
で
き

な
い
の
は
公
益
通
報
へ
の

報
復
人
事
だ
」
と
飯
泉
前

知
事
を
相
手
取
り
、
損
害

賠
償
を
求
め
て
提
訴
し
た
。

　

裁
判
は
女
性
職
員
が
勝

訴
。
飯
泉
前
知
事
は
十
万

円
を
支
払
っ
た
。
裁
判
過

程
で
は
飯
泉
前
知
事
の
権

限
濫
用
に
抑
止
力
を
発
揮

で
き
な
い
監
察
局
の
限
界

と
構
造
的
な
問
題
点
が
浮

き
彫
り
に
な
っ
た
。

県
民
の
信
頼
を

失
っ
て
い
る
監
察
局

「
雇
わ
れ
監
察
」
の

構
造
的
問
題
点
が
美

馬
係
長
の
藍
染
イ
ベ

ン
ト
私
物
化
疑
惑
で

再
浮
上
し
た
県
監
察

局
。
有
効
な
改
善
策

は
明
白
。
監
察
局
の

解
体
と
新
た
な
監
察

機
能
へ
の
リ
セ
ッ
ト

だ
。事

務
局
機
能
だ
け

残
し
、
島
田
監
察
統
括
監

や
田
中
、
森
両
外
部
相
談

員
と
の
契
約
は
解
除
だ
。

週
一
日
し
か
仕
事
を
し
な

い
監
察
統
括
監
に
二
十
七

万
五
千
円
を
支
払
う
の
は
、

県
費
の
無
駄
遣
い
だ
。

　

公
益
通
報
へ
の
対
応
は

寛
容
さ
と
決
断
力
を
兼
ね

備
え
て
い
る
外
部
の
専
門
家

チ
ー
ム
に
委
ね
る
べ
き
だ
。

チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
も
原
則
一

年
交
代
。
メ
ン
バ
ー
の
固
定

化
は
避
け
る
べ
き
だ
。

公
務
員
に
は
犯
罪
告
発

義
務
が
あ
る
。
県
職
員
が

そ
れ
を
自
覚
し
て
い
た
ら
、

公
益
通
報
や
監
察
局
は
不

要
だ
。
職
員
を
意
識
改
革

し
、
自
浄
機
能
を
実
現
さ

せ
る
の
も
後
藤
田
知
事
の

県
政
改
革
の
一
環
だ
。

　

男
性
幹
部
職
員
の
着
服
問

題
が
発
覚
し
た
上
板
町
。
松

田
町
長
は
「
町
政
へ
の
信
頼

を
貶
め
た
」
と
職
員
を
懲
戒

免
職
処
分
に
し
、
再
発
防
止

策
を
打
ち
出
し
た
。
は
た
し

て
職
員
不
祥
事
を
封
印
で
き

る
か
。

　

職
員
は
五
十
代
の
主
幹
。

使
い
込
ん
だ
の
は
町
の
公
金

で
は
な
く
、
消
防
分
団
の
金

約
五
三
二
万
円
。
活
動
費
や

運
営
費
が
振
り
込
ま
れ
る
口

座
を
管
理
し
、
通
帳
と
印
鑑

を
一
人
で
持
っ
て
い
た
。

　

町
へ
の
公
益
通
報
で
発
覚

し
た
。
職
員
が
口
座
を
管
理

し
て
い
た
十
二
年
間
で
百
回

以
上
引
き
出
し
て
い
た
と
い
う
。

一
人
で
管
理
し
て
い
た
分
団
の

預
金
を
恣
意
的
に
使
っ
て

い
た
よ
う
だ
。

　

職
員
は
口
座
か
ら
金
を

引
き
出
し
た
理
由
を
「
保

証
人
を
し
て
い
た
親
族
の

行
方
が
分
か
ら
な
く
な
り
、

借
金
を
肩
代
わ
り
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。
借
金
返
済

に
流
用
し
た
」
と
説
明
し

て
い
る
と
い
う
。

　

町
は
職
員
が
着
服
を
認

め
た
の
を
受
け
て
、
九
月

末
付
で
職
員
を
懲
戒
免
職

処
分
に
し
、
松
田
町
長

と
坂
東
副
町
長
の
十
月
分

給
与
を
そ
れ
ぞ
れ
十
％
、

五
％
カ
ッ
ト
す
る
こ
と
を

打
ち
出
し
た
。

　

町
職
員
の
不
祥
事
に
対

し
、
松
田
町
長
は
メ
デ
ィ

ア
に
コ
メ
ン
ト
を
出
し
た
。

「
三
六
五
日
・
二
十
四
時
間
、

ど
こ
に
い
て
も
町
職
員
で

あ
る
と
い
う
自
覚
を
持
つ

よ
う
に
指
導
の
徹
底
と
再

発
防
止
に
努
め
る
」。

　

町
職
員
に
対
し
、
公
務

員
と
し
て
の
自
覚
と
不
祥

事
の
再
発
防
止
を
呼
び
掛
け
た

松
田
町
長
だ
が
、
町
民
間
か
ら

は
同
町
長
の
言
葉
の
求
心
力
に

疑
問
を
提
示
す
る
声
も
上
が
っ

て
い
る
。

　

理
由
の
一
つ
が
四
月
知
事
選

の
対
応
だ
。
松
田
町
長
は
「
飯

泉
知
事
は
よ
く
や
っ
て
い
る
」

と
公
言
す
る
な
ど
、
自
他
と
も

に
認
め
る
飯
泉
前
知
事
の
支
援

者
だ
っ
た
。
知
事
選
で
は
前
知

事
の
板
野
郡
で
の
旗
振
り
役
と

し
て
先
導
し
た
。

結
果
は
飯
泉
前
知
事
の
惨
敗
。

上
板
町
で
も
飯
泉
前
知
事
は
三

位
に
沈
ん
だ
。
ト
ッ
プ
は
後
藤

田
氏
で
一
、
九
四
四
票
、
二
位

は
三
木
氏
で
一
、
五
七
一
票
、

飯
泉
前
知
事
は
一
、
四
九
二
票

だ
っ
た
。

　

知
事
選
の
結
果
で
松
田
町
長

は
面
目
を
失
っ
た
。
飯
泉
前
知

事
支
援
者
も
「
上
板
町
は
松
田

町
長
の
気
合
が
入
っ
て
い
た
の

で
期
待
し
ま
し
た
が
、
結
果
は

思
っ
た
ほ
ど
で
も
な
か
っ
た
」

と
振
り
返
る
。

　

松
田
町
長
は
現
在
二
期
目
。

元
徳
島
市
職
員
。
管
理
職
経
験

も
あ
り
、
公
務
員
マ
イ
ン
ド
は

熟
知
し
て
い
る
は
ず
。
横
領
職

員
の
出
現
は
同
町
長
の
職
員
へ

の
ガ
バ
ナ
ン
ス
が
問
わ
れ
る
と

こ
ろ
だ
。

　

政
治
家
は
有
言
実
行
が
問
わ

れ
る
。
公
務
員
の
自
覚
や
不
祥

事
の
再
発
防
止
を
呼
び
掛
け
た

松
田
町
長
だ
が
、
職
員
は
同
町

長
の
発
し
た
言
葉
を
ど
れ
ほ
ど

の
重
さ
を
持
っ
て
受
け
止
め
た

の
だ
ろ
う
か
。
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徳島県内に複数事務所を構える舗装会社Ｚ。夜遊び上手の社長がホステス嬢を相次ぎ従業員にスカウト。「女性スタッフが粒揃い」と評判になっている。

九
月
二
十
九
日
午
前
の
内
藤
・
徳
島
市
長
。
市
役
所
Ｈ
Ｐ
で
は
「
庁
内
協
議
」
だ
っ
た
が
、
東
京
大
田
区
の
鈴
木
区
議
が
同
日
、「
徳
島
市
長
が
声
を
掛
け
て
下
さ
い
ま
し
た
」
と
ツ
イ
ー
ト
。
東
京
の
京
急
蒲
田
駅
に
い
た
こ
と
が
発
覚
。
鈴
木
区
議
の
ツ
イ
ー
ト
は
現
在
、
閲
覧
不
可
状
態
。

ラ
ブ
ド
ー
ル
に
藍
染
を
着
せ
て
徳
島
阿
波
お
ど
り
空
港
等
に
展
示
し
た
県
観
光
政
策
課
。（（
快
楽
目
的
の
ラ
ブ
ド
ー
ル
と
い
う
こ
と
は
、愛
好
家
な
ら
す
ぐ
に
わ
か
る
。
担
当
職
員
も
知
っ
て
い
た
は
ず
。
完
全
に
ア
ウ
ト
。
徳
島
が
笑
わ
れ
て
い
る
））
と
ラ
ブ
ド
ー
ル
活
用
に
批
判
噴
出
。

No.115
　

今
回
の
街
角
美
人
は
、
大
阪
の
台

湾
建
国
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
で
出
会
っ

た
松
川
る
い
参
院
議
員
。
大
阪
選
挙

区
。
外
務
省
か
ら
政
界
転
身
し
た
才

媛
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ナ
ブ
ル
な
出
で
立

ち
で
パ
ー
テ
ィ
ー
で
も
異
彩
を
放
っ

て
い
た
。

エ
ッ
フ
ェ
ル
塔
の
記
念
撮
影
問
題
で

自
民
党
女
性
局
長
を
降
ろ
さ
れ
た
が
、

す
ぐ
さ
ま
副
幹
事
長
に
抜
擢
さ
れ
、
存

在
感
を
見
せ
つ
け
た
。「
徳
島
か
ら
来
ま

し
た
」
と
挨
拶
す
る
と
、「
後
藤
田
知
事
っ

て
良
い
で
し
ょ
。
よ
ろ
し
く
言
っ
と
い

て
ね
」。
好
感
度
抜
群
の
政
治
家
だ
。

　

監
察
局
は
一
体
何
を
や
っ
て
い
た
の
か
。
虚
偽
契
約
書
の
作
成
や
ラ
ブ
ド
ー
ル

の
購
入
な
ど
藍
染
イ
ベ
ン
ト
の
私
物
化
疑
惑
が
浮
上
し
た
県
係
長
。
疑
惑
発
覚
の

発
端
は
県
民
か
ら
の
公
益
通
報
だ
っ
た
。監
察
局
は
約
三
年
か
け
て
調
査
し
た
が
、

結
果
は
「
泰
山
鳴
動
、
鼠
一
匹
」、
地
方
公
務
員
法
違
反
と
い
う
軽
微
な
も
の
だ
っ

た
。
県
係
長
は
業
界
団
体
や
イ
ベ
ン
ト
会
社
を
使
っ
て
公
金
を
還
流
さ
せ
、
恣
意

的
に
使
っ
て
い
た
。
県
係
長
の
藍
染
イ
ベ
ン
ト
私
物
化
疑
惑
に
大
甘
対
応
だ
っ
た

監
察
局
。役
立
た
ず
の
監
察
局
は
即
刻
解
体
さ
せ
、疑
惑
解
明
を
求
め
る
県
民
ニ
ー

ズ
に
即
応
で
き
る
新
た
な
監
察
機
能
に
リ
セ
ッ
ト
す
べ
き
だ
。

　

椿
泊
漁
協
の
荷
捌
き
所
整
備
事
業
に
疑
問
噴
出
だ
。
漁
協
と
い
う

民
間
団
体
の
施
設
整
備
だ
が
、
な
ぜ
か
徳
島
県
が
公
共
事
業
で
行
う
。

約
三
十
億
円
と
い
う
事
業
費
も
先
進
事
例
と
比
較
す
る
と
分
不
相
応

だ
。
事
業
は
現
在
建
物
の
設
計
が
終
わ
っ
た
ば
か
り
。
い
ま
な
ら
ま

だ
間
に
合
う
。
理
不
尽
で
無
駄
な
公
共
事
業
を
見
直
す
べ
き
だ
。

▲会場で人脈づくりに活発に動くスターラック
ス航空の劉恩馨関西空港支社長（右）と賴怡
汝さん。

椿泊漁協の久米組合長

飯泉前知事

台
湾
の
建
国
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー

水
揚
げ
日
本
一
の
銚
子
市
漁
協

水
揚
げ
日
本
一
の
銚
子
市
漁
協

荷
捌
き
所
は
二
十
三
億
円

年
間
水
揚
量
は
椿
泊
の
二
百
五
十
倍

島田監察統括監 田中外部相談員 川岸社長(当時)▲荷捌き所の新築工事現場では、岸壁の拡幅工事が進んでいる。

公式 LINE
始めました
友だち追加はこちら

〒777-8577 徳島県美馬市穴吹町穴吹字九反地５番地
美馬市役所

阿
南・椿
泊
漁
協

三
十
億
円
の
荷
捌
き
所

▲異彩放った松川るい参院議員。

ミ
ラ
イ
ズ
映
画
祭
開
催

　

美
馬
市
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
ミ

ラ
イ
ズ
市
民
ホ
ー
ル
で
、映
画
「
レ

ジ
ェ
ン
ド
＆
バ
タ
フ
ラ
イ
」
を
上

映
し
ま
す
。
皆
様
お
誘
い
合
わ
せ

の
上
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

11
月
11
日
（
土
）

（
午
前
の
部
）
午
前
10
時
上
映

（
午
後
の
部
）
午
後
２
時
上
映

▼
場
所

美
馬
市
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
ミ
ラ
イ
ズ

市
民
ホ
ー
ル

（
美
馬
市
脇
町
大
字
猪
尻
字
西
分

１
１
６
番
地
１
）

▼
料
金

前
売
り
（
一
般
）　　

１
０
０
０
円

（
高
校
生
以
下
）５
０
０
円

当
日

（
一
般
）　　

１
３
０
０
円

　
　

（
高
校
生
以
下
）
８
０
０
円

※
全
席
自
由
席
で
す
。

※
未
就
学
児
は
入
場
無
料
、
た
だ
し
、

お
席
が
必
要
な
場
合
は
高
校
生
以

下
の
料
金
が
必
要
で
す
。

▼
チ
ケ
ッ
ト
販
売
場
所

ミ
ラ
イ
ズ
総
合
事
務
室
ほ
か
各
プ

レ
イ
ガ
イ
ド

問美
馬
市
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
ミ
ラ
イ
ズ

総
合
事
務
室
☎
０
８
８
３
‐
53
‐

１
１
０
２

（
受
付
時
間
：
午
前
９
時
〜
午
後
８
時
）

官公庁や公益法人、医療、福祉法人、民間
企業などの隠された不正や不祥事を情報提
供ください。

本紙ホームページ内の[情報提供]からも投稿できます。
Eメール：tribune@mail.planning21.ne.jp

　本紙記者が取材し、公益に反する問題点を徹底追及
します。情報提供は本紙ＨＰの情報提供フォームの
他、メール、ＦＡＸでもお受けします。メールの場合
は「返信先アドレス」をご記入ください。G-mail で
も構いません。
　「身元がバレるのでは」と懸念されるかも知れません
が、情報提供者のプライバシーは厳守しますので、ご
安心ください。
　社会に警鐘を鳴らす内部告発や情報提供をどしどし
お寄せください。

秘密厳守

美馬係長

大
阪
一
一
二
年
国
慶
日︵
双
十
節
︶

徳
島
県


